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間体名 広響フレンズ

組さ語審 議邦彦、佐藤幸一  

1.蟻斑の活動状況 

f第8回総会及び交流会 jを11馬3081こ案提予定。その準繍号をしている。

総余iま、不定期でiまあるがほぼ年 1国関かれ、会員に対し会のおかれている寝技や活最報告

号をする。その後、楽器員も参詣して、参競者と交流を深める識しい金惑を用意している。普段iまえE

かなか会うことのできない棄窪員との交震を棄しみにしている会員電話多い e

〈そ玲億離続的な活動〉

。フレンズスタッフ{世話人〉作或の fフレンズ通信jと、次諮定策犠議長!こ行われる広響閣員爵様の

コンサート一覧案内チラシをフレンズスタッフが作成し、定譲特に艶帯する. 

O~定期演饗金持、会場ホールEど-1こ r!Ã響フレンズコーナー jを設けて、フレンズ加入の訴えをし

ている。


。機関臆トレンド広響!こ楽団員とのインタビュー等の記事の作成。
 

2.その他、ファンクラブ活動でアピールしたい事など@

広轡フレンズは、 1998年、定期演奏会入場者の増加と楽団への支機を強めるため、協会と楽

団員により、設立されました。

髄人に魚搬にならない鎖として会費年3000円とし、広響主催演畿会の入場料20%割引、機欝

誌 fトレンド広響jの年4関配帯、棄団員との交流、指定庫舗における割引の特典があります。現奈

の会員数は600名位です。

2000年より、総会(又は交流会を含む)7居、ボウリング大会3題、野外交流会5践的鏡護の大

きな行事喪中心!こ活動してきました。これらは協会からの援助金によ仏通常より安い参掬費でま

かえまえたことも島り、全体で100名を超えるま霊穫になったこともありました。

そのf恵、スタッフ、語義的念頭によるま芝議議奏会後の交葉会を得度も掃いたこともありました。

しかし、盟、謀議体からの協会への補助金が離滅される中、フレンズ活動への援助金がなくな

り、金歯できる行事も欝加会費のみでまかなう手作り的なものになりました。現在は頭書記載した 

f総会及び交流会jのみが活動の主体になっています。

現義、こうした状況そ少しでも改譲与するため、地道なチラシの配布等を続ける怠どして、会員やフ

ァンとの接触やフレンズス夕、yフ費増加をめざし、その結果、会の活動が活発になり、定期演費会の

入場者や広い東機体制が増加するよう努力しています。

ファンクラブ焚流会の捗加も、そのための活動の一環です。


